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１．研究科・専攻の概要・目的 
本事業は自然科学研究科の人間環境デザイン科学専攻

を構成する工業デザイン系（デザイン専攻〔博士前期課

程〕教員数：23名，学生数：117名，人間環境デザイン

科学専攻〔博士後期課程〕教員数：63名，学生数：104
名）が，都市計画・建築・園芸の他の構成メンバーとの

連携のもとに，これまでに築いてきた産業界との太いパ

イプと海外の有力デザイン校との広いネットワークを駆

使して，若手研究者に多様な研鑽の場を用意し，その結

果を統合して研究に新たな視点をもたらす教育プログラ

ムを開発・実施し，複雑・多様化した社会のニーズに応

える若手デザイン研究者を育成しようとするものである。

デザインに限らず，先端研究を行っている場では，如何

に他分野の知識や考え方を上手に吸収・攪拌して高い創

造性につなげるかが課題であり，工業デザインの領域で

はそれが特に重要である。本事業ではこれを「クロスフ

ァータライゼーション（異花受粉）を促す教育」として

位置付け，同系がこれまで個別に提供してきた様々な研

鑽場とそこでの成果を体系だった教育プログラムに構築

し，大学院教育の実質化を企図したものである。工業デ

ザイン系のこのような試みは人間環境デザイン科学専攻

全体にとって重要であるばかりでなく，そのプログラム

や成果は他の専攻に対しても波及効果が大きく，本学に

おけるモデルケースになりうると考えている。 
 
２．教育プログラムの概要と特色 

今日デザインに求められる要求は，より高度化し，複

雑化，多様化している。したがって，これに応え，中核

となり得るデザイン研究者像も一様ではなく，社会のニ

ーズに対応した多様で，高度なデザイン研究者の育成が

必要である。そこで，本取組では，博士前期課程および

博士後期課程において，都市計画，建築，園芸の３つの

デザイン系との連携のもとに，養成する多様なデザイン

研究者像に適したコース（教育）プログラムを開発・実

践する。具体的には基礎研究，作品研究，応用研究，ダ

ブルドメインの各コースを設定し，それぞれに最も適し

た修了および修了までの要件を設け，多様なデザイン研

究者を養成する。また，博士前期および後期課程のそれ

ぞれ１年終了時に，研鑽結果と学位授与の連結を指導・

評価し，修士候補生，博士候補生と認められた学生が次

のプログラムに進むこととする。 
修了および修了までの要件としては以下の５項目を実

施し，大学院教育の実質化を図る。 
①修了要件として作品を主とした論文の審査を加える 

②異なるデザイン領域修得プログラム：他デザイン領域

の演習授業の受講 

③産学連携プログラムの遂行 

④海外大学連携（アライアンス）プログラム：海外の大

学での研修あるいは単位取得 

⑤インターンシッププログラムの遂行 

こうした多様な研鑽の場を通して，学生あるいは若手

研究者は，これまでの狭い領域に留まらず，クロスファ

ータライズされ，研究における新たな視点の獲得が促さ

れる。また，若手研究者の流動性がさらに高まり，大学，

産業界などの多様な場で次代をリードする研究者として

活躍できるようになる。 
次に履修プロセスに従い，プログラムの具体的な概要

について説明する。 
１）博士前・後期ともに，基礎研究，作品研究，応用研

究，ダブルドメインの各コースに分ける。なお，ダブ

ルドメインコースの学生は前３コースのいずれかに所

属し，そのコース以外もしくは工業デザイン以外の領

域のカリキュラムを修得する。 

２）各コースの学生は，１年次に，それぞれのコースの

ベーシックプログラムを受講する。 

３）上記の２）に加えて，①異なるデザイン領域修得プ

ログラム，②産学連携プログラム，③海外大学連携（ア

ライアンス）プログラム，④インターンシッププログ
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ラムの中から各コース必修のプログラムと選択プログ

ラム一つを選び受講する。海外大学連携（アライアン

ス）プログラムを選択した学生のうち，成績優秀者に

は渡航費用を支援する。 

４）１年の終了時には，研鑽結果と学位授与の連結を指

導・評価し，修士候補生あるいは博士候補生として認

められた学生のみ次のプログラムに進む。審査は，企

業の指導員や海外の大学教員を含む各プログラムの指

導員の助言に基づいて，審査委員会にて行う。 

５）２年次（博士後期課程では２年次および３年次）で

は上記４プログラムのうち一つを選択し受講するとと

もに，修士ないしは博士の，論文の執筆あるいは作品

を主とした論文の制作と執筆に従事する。 

６）修了の要件として従来からの論文に加え作品を主と

した論文を含めるが，審査にあたっては，積極的に学

外の専門家を交える。 

 

 

図１ 履修プロセス概念図 
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３．教育プログラムの実施状況と成果 

(1)教育プログラムの実施状況と成果 

本プログラムでは，以下の5つの目標を掲げている。 

①修了要件として作品審査を加える 

②異なるデザイン領域修得プログラム（他領域の修得に

よる幅広いデザイン能力と創造性の修得） 

③産学連携プロジェクトの遂行（産学連携プロジェクト

の遂行による創造性の修得） 

④アライアンスプログラム 

⑤インターンシッププログラムの遂行 

この5つの目標について，3 つの実行ユニットを構築

し,各ユニットにユニットリーダーを設け,プログラムを

推進した。ユニットの構成は以下のとおりである。 

1stユニット プログラム全体の管理運営（プログラムコ

ーディネーター（青木弘行）が兼務する）および全体授

業のコーディネートを担当（5つの目標①②） 

2ndユニット 産学連携プログラム・インターンシッププ

ログラム担当（渡辺誠）主に企業対応のプログラム開発

担当（同③⑤） 

3rdユニット 海外大学連携（アライアンス）プログラム

担当（杉山和雄）主に海外の大学との連携を担当(④) 

以下に，5つのプログラムの成果について述べる。 

①修了要件として作品審査を加える 

本プログラムで実行する大きな変革である，デザイン

系における作品による修了を検討した。その結果，博士

前期課程については規定の改正により，作品により修了

が可能になった。ただし，単に作品を制作するのではな

く，様々な実験や調査データをもとに分析し，その結果

を基にした作品を制作することや，制作した作品につい

て評価を行うことなどを修了の要件とすることなどにつ

いて現在最終的な修了の要件の設定を行っている。平成

19年度には，作品による学位取得予定者はないが，今後

積極的に作品による学位取得を推進する。 
一方，博士後期課程においては，作品の製作だけで修

了するのではなく，学位申請論文とともに審査を行うこ

とについて検討した。その結果，現在が学位申請時点で

求められる審査付き論文については，審査付き作品でも

可能に刷ることについて内規について整備を行っている。

論文と同等であると与えることが出来る作品の審査機関

についての整備を進めている。 
以上のように，修了要件として作品審査を加えること

については，規定および内規の整備をおこない実行する

ことが可能となった。 
また，このような整備の過程において国内外の工学に

位置するデザイン系大学および，芸術系のデザイン系大

学を招聘し，「デザインにおける魅力ある大学院教育」シ

ンポジウムを平成 17 年度に開催した。このシンポジウ

ムは3月の20,21日の２日間連続で行い，のべ150名以

上の参加者のもと，一日目は国内の５大学の招聘者より

作品審査の可能性に関しての討議が，二日目は海外の招

聘者より，世界的な修士・博士課程のカリキュラムの状

況と今後の討議がなされた。なおこのシンポジウムの内

容については，報告書「魅力あるデザイン系大学院教育

シンポジウム」として記録しまとめている。 
 

 

図２ デザインにおける魅力ある大学院教育シンポジウムパン

フレット 

 

②異なるデザイン領域修得プログラム（他領域の修得によ

る幅広いデザイン能力と創造性の修得） 

本プログラムは，平成 17 年度にカリキュラム改革を

行い平成 18 年度より実行した。本プログラムは，専攻

以外のデザインに関連する授業を修得するものである。

授業前に，指導教員が事前指導行い，参加者の研究領域

とどのように関連しているかを教示し，授業終了後には

その授業で得た知見を自己の研究に応用するこことを事

後指導として確認している。平成 18 年度には博士前期

課程３９名，博士後期課程４名がこの異なるデザイン領

域修得プログラムを修得している。受講科目は多岐にわ

たっているが，以下にその一覧表をまとめる。このよう

に，自然科学系のみならず人文・社会系でも修得してい

る。 
なおこの成果を受けて，平成 19 年度入学の，博士前

期課程・博士後期課程では，この異なるデザイン領域修

得プログラムを必修科目としている。 
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表１ 異なるデザイン領域修得プログラム受講科目 

領域 授業名称 

建築学 公共空間論 

 公共建築設計論 

 住宅史特論 

 建築環境デザイン論 

 都市地域計画特論 

都市環境システム学 都市風景計画論 

 場所のデザイン論 

 都市空間プロデュース論

像科学 視覚工学1 

知能情報工学 音声情報処理 

人文社会科学 視知覚論 

先端経営科学 マーケティング論 

 教育臨床行動学特論 

 絵画表現研究ＢI 

 

③産学連携プロジェクトの遂行（産学連携プロジェクトの

遂行による創造性の修得） 

平成17年度に計画し，平成18年度に以下の2つのプ

ロジェクトを実行した（詳細については報告書「産学連

携デザインプロジェクトワーク」参照）。 
１小型家電開発プロジェクト 

本プロジェクトは，山田電器工業と機械システム専攻

による産学連携プロジェクトである。本年度は、家庭で

使用する新しい小型の電気製品を開発するプロジェクト

を行った。山田電器工業は，自社ブランドを持たない小

型家電の製造メーカーであり，この山田電器工業の事業

ドメインの中で自由に製品を開発するものであった。デ

ザイン科学の専攻の学生は主に，製品開発とデザインを

機械システム専攻の学生は，機器の内部機構の検討と全

体の設計を行い4つの小型家電を開発し提案した。参加

学生は，デザイン専攻の学生が７名であった。図３は開

発したものの最終プレゼンテーションの一例である。こ

の商品は，提案した商品の1つである「石鹸泡だて器」

である。図４のように何度も実験を繰り返すことで，最

終提案にいたっている。 
産学連携プロジェクトの一番の目標は実践能力の育成

である。本プロジェクトは十分にその成果を得ることが

できたとともに，機械システム専攻の学生や山田電器工

業の専門家との共同作業により，デザインだけの机上の

空論ではない「作れる・作れない」のせめぎ合いや，製

品化を実現させるための問題解決法，特に企業における

コスト意識の習得などの知識を獲得することができた。 

 

 
図３ 小型家電開発プロジェクト「石鹸泡だて器」 

 

 

図４ 「石鹸泡だて器」設計のための実験風景 

 

２ニューファミリー向け家具開発プロジェクト 

本プロジェクトは，アイリスオーヤマ・大連アイリス

オーヤマと清華大学（中国北京）大連理工大学（中国大

連）に千葉大学を加えた四者による産学連携プロジェク

トである。アイリスオーヤマは，大型ホームセンターを

中心として商品を開発・製造・販売している企業である。

このアイリスオーヤマの商品アイテムとなりうる家具の

開発をテーマとして産学連携プロジェクトを行った。参

加学生は10名である。 
本プロジェクトは，専門家からの指導を受けるととも

に，2 つの中国の大学とも提案内容について討議を行う

ことができ国際化の面においての成果も得ることができ
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た。図５は成果発表の風景である。このようなプレゼン

テーションを日本（仙台）で1回，大連で２回行うとと

もに，アイリスオーヤマの研究開発拠点である仙台・角

田において5日間のワークショップも開催した。成果は，

好評を得られ，来年度以降も継続となった。 
プロジェクトを通して，参加学生はかぐ開発がいかに

難しいかを体験することができたとともに，企業におけ

るコスト意識の習得，より実践的なデザインコンセプト

の立案方法の習得，家具の製造過程などを学習すること

ができ，実践的なデザイン研究が行えた。また，中国の

大学との共同作業であることより，文化の違いによる家

具への考え方の違いを体験でき，国際社会に向けた商品

開発の難しさも体験できた。 
 

 

図５ 日本でのプレゼンテーション 

 

④アライアンスプログラム 

アライアンスプログラムは，その成果を大きく３つに

分類することができる。第一は，平成 17 年度に行った

学生を海外に派遣し，海外大学のカリキュラムを調査し

た「デザイン・ディスカバリー」，平成18年度に行った

ワークショップを主体とした4つの「海外アライアンス

プログラム」，教員が今後のアライアンス提携校発掘を目

的として海外の大学に赴き実際に教育や研究を経験する

「若手研修者海外派遣」である。以下のこの3つについ

て述べる 
１デザイン・ディスカバリー 
デザイン・ディスカバリーは，海外の提携大学および

新規のデザイン系・デザイン関連の大学に赴き，学生の

視点からカリキュラムを調査するとともに,その調査結

果をもとに千葉大学の将来のデザイン系のカリキュラム

開発のための提言をすることを目的としている。本デザ

イン・ディスカバリーでは，学生から調査の提案を受け，

その内容を審査して，最終的に10チーム23名で，米国，

オーストラリア，中国，台湾，英国，ノルウェー，フィ

ンランド，ドイツの8カ国の調査を行った。 
写真は，英国に渡航した学生がRCA（ロイヤル・カレ

ッジ・オブ・アート）の IDE（インダストリアル・デザ

イン・エンジニアリング）コースの調査を行っているも

のである。このコースは，RCAとインペリアル・カレッ

ジのジョイント・プログラムであり，デザインとエンジ

ニアリングの2つのドメインをあわせ，エンジニアリン

グよりのデザインの教育・研究を供給するものである。

学生の提案からは，カリキュラム全体が考えて作るプロ

セスであることからモデルショップなどの施設が充実し

ていることまでさまざまな提言がなされた。また，教員

のシステムとして，プロフェッショナルな非常勤講師の

多用，授業への最先端技術者の招聘などの提言や，教員

の流動性によるメリットなども提案された（詳細につい

ては報告書「デザイン・ディスカバリー」参照）。 
 

 
図６ デザイン・ディスカバリー RCA・IDEでの調査 

 

２海外アライアンスプログラム 

平成 18 年度に海外アライアンスプログラムとして，

海外3箇所，千葉大学で1回，ワークショップ主体の海

外アライアンスプログラムを実施した。アライアンスプ

ログラムは，成功大学（台湾），全北大学（韓国）のよう

に，先方の大学が主催したものに対して学生と教員が参

加したものと，南洋理工大学（シンガポール）や千葉大

学で開催した成功大学とのプログラムのように，千葉大

学が主催あるいは共催したものの2つに分けることがで

きる。 
成功大学でのアライアンスプログラムは，課題

「Enjoy!」と「Green Attitude」で5月21日－25日の5

日間のグループワークを主体としたものである（図７は

課題の一部）。参加大学は，以下の世界7大学（表２参照）

と，台湾国内の20校の学生が参加していた。千葉大学か

らは学生2名と教員2名が参加した。参加人数は，学生
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42名教員20名であった。 

この成功大学でのアライアンスプログラムは，課題に

対してデザイン提案を行うものである。提案に対して，

外部の企業と各大学の教員が審査委員となり，順位がつ

けられ賞状を授与するというコンペティションスタイル

のワークショップであった。学生は5日間という短期間

ではあるが，英語でのコミュニケーションと海外という

なれない中で，有意義な時間をすごした。また参加して

いる大学の教員からもレクチャーがあり，これらも学生

にとっては刺激的なものであった。 

一方，千葉大学が主催した海外アライアンスプログラ

ムとしては，南洋理工大学で行ったものが上げられる。

このプログラムでは，SII（セイコーインスツル）および

SIS(セイコーインスツルシンガポール)の協力を受け，

「Dream of Wearable tools 2020」という課題を設定し

てデザインを行うワークショップであった。本プログラ

ムでは，開催の1ヶ月前に課題を提示し，開催の6月17

日－22日の5日間の期間の初日にプレゼンテーションを

行い，グループを作成してワークショップを行い，最終

日には評価会を行った。SII からは期間中上級デザイナ

ーを派遣していただき，ワークショップ遂行に際して惜

しみない協力をいただいた。また期間中にSISに工場見

学を行うとともに，SII のエンジニアから課題に即した

レクチャーを受けた（図８はスケジュール）（内容につい

ては報告書「海外アライアンスプログラム」参照）。 

 

表２海外からの参加大学一覧 

Carnegie Mellon University ,USA 

Chiba University ,Japan 

Delft University of Technology ,Netherlands 

Illinois Institute of Technology ,USA 

Korean Advanced Institute of Science and 

Technology ,Korea 

Nanyang Technological University ,Singapore 

Tsukuba University ,Japan 

 
各グループは南洋理工大学の学生2名に対して千葉大

学１名で構成し，すべて英語でのコミュニケーションで

推進した。南洋理工大学はその 30 パーセント以上が外

国人でそれゆえに今回の参加者も4カ国にまたがってお

り，企業のデザイナーの実践的指導，英語でのディスカ

ッションと製品開発と，さまざまな成果を参加者にもた

らした。図９は，事前課題のプレゼンテーションであり，

各参加学生はこのようなプレゼンテーションを初日に行

いワークショップを行った。 
 

 

図７ 成功大学におけるアライアンスプログラムの課題 

 

 
図８ 南洋理工大学とのワークショップスケジュール 

 

 
図９ 事前課題のプレゼンテーション 

 

 
図10 南洋理工大学でのワークショックの風景 

 

３若手研修者海外派遣 

 若手研究者海外派遣は，主に助手の教員を対象として，
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海外の大学において実際に授業に参加したり，共同で研

究を行うことで，今までとは異なる新たなかつ先端的な

研究を行っている機関を発掘することを目的として行っ

た。参加教員は７名であり，2ヶ月から10ヶ月の期間で

以下の大学で主にカリキュラム開発を行った。 

 

■デザインビジネスコース 

ツォルフェラインスクールオブデザイン 

（ドイツ・ツォルフェライン） 

■プロフェッショナルデザインマネージメントコース 

プラットインスティチュート（米国・ニューヨーク） 

■タンジブルデザイン 

ＵＩＡＨ（フィンランド・ヘルシンキ） 

■工学における造形教育カリキュラム 

ＫＡＩＳＴ（韓国・テジョン） 

■プロフェッショナルデザインエンジニア 

清華大学（中国・北京） 

■エンジニアリングデザインカリキュラム 

ダブリン工科大学（ドイツ・ダブリン） 

■タンジブルデザインカリキュラム 

イリノイ工科大学（米国・シカゴ） 

 

カリキュラム開発とは，教員が実際に相手先の大学で

授業に参加し，その内容を実際に体験することで，「今後

千葉大学の学生がこの授業を受けることが望ましいか」

を検討し海外アライアンスの候補校とすることについて

見当するとともに，「千葉大学が高度デザイン研究者養成

に必要なプログラム」であるかを見極め，そのカリキュ

ラムを手本として新たなカリキュラムを開発することに

ついて検討するものでる。たとえば，デザインビジネス

コースのツォルフェラインスクールオブデザイン（ドイ

ツ・ツォルフェライン）を例に上げると，デザインにお

けるビジネスクラスが存在する。これは現時点では千葉

大学が提供することが難しいカリキュラムが多いが，デ

ィベート中心のクラスは理論構築力に役立ち，アライア

ンス先としては十分に可能性がある（図 11）。一方で，

鉄鋼メーカーがスポンサーになったデザインマネージメ

ントプロジェクトは千葉大学においても十分可能なもの

であり，多少の変更は必要なもののカリキュラム開発の

対象となりうる（図 12）。以上のようなカリキュラムの

開発を7名に行ってもらいその成果は今後の大学院教育

改革に反映する。（詳細については報告書「アライアンス

プログラム開発-若手研究者海外派遣」参照）。 

図11 ディベートを中心とした授業（ＭＢＡクラス） 

図12 鋼鉄会社がスポンサーのプロジェクト授業 

 

⑤インターンシッププログラムの遂行

 

 

 

 インターンシップは平成 10 年より単位化を行い平

成18年度まで，継続的に行われてきている。平成17年

度は，18名が15の企業で，平成18年度は，15名が13
の企業でインターンシップを行った。インターンシップ

の期間もまちまちで最短で1週間最長で2ヶ月までさま

ざまである。また，対象企業も多岐にわたり，昨年度あ

たりから企業だけではなく，自治体なども行っており，

学生が参加している。年々，各企業とも短縮化の傾向に

ある。そのため，平成 18 年度には，長期間のインター

ンシップなどの検討などを協力関係にある企業にお願い

した。今後インターンシップを継続する上で，ある程度

の期間，大学としては3週間以上の期間の開催を依頼し

ている。（詳細については「インターンシップ報告書

2006」参照）。 
(2)社会への情報提供 

千葉大学では，プログラムの成果の情報公開を積極的

に取り組んできている。 
第一は本プログラムの成果を公開するホームページの

開設である。URLはhttp://www.dda.ti.chiba-u.ac.jp/
initiative/gs/index.html である。図13 はホームペー

ジのトップページである。本プログラムの概要，プログ

ラムの説明と活動履歴を掲載している。 
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図13 本プログラムのサイトのトップページ 

 

ホームページ以外には，2 つの情報公開を行った。一

方は，先に述べた，平成17年度である平成18年3月の

20,21 日に開催した「デザインにおける魅力ある大学院

教育」シンポジウムでは，国内外の大学関係・日本産業

デザイン振興会・企業からのべ150名以上の参加があっ

た。このシンポジウムの同じ会場で，デザイン・ディス

カバリーの成果についてもポスターセッション形式で発

表した。もう一方は，平成 18 年 8 月 23-26 日に開催し

たＧＤＰグッドデザインプレゼンテーション（日本産業

デザイン振興会主催）において，デザイン・ディスカバ

リーとこれまでの産学連携の成果を公表した（図 14）。
このＧＤＰグッドデザインプレゼンテーションは，企業

の参加もさることながら，デザインを志す高校生，現在

デザイン系属している大学生・大学院生の参加が多く，

プログラム内容を公開するには最適の場所であった。26
日には20分程度のステージプレゼンテーションもあり，

千葉大学のプログラムをアピールすることができた。（情

報公開に用いた資料については「グッドデザイン・プレ

ゼンテーション2006」参照）。 

 
図14ＧＤＰグッドデザインプレゼンテーション 

 

また，平成 18 年度末の(社)電子情報技術産業協会

(JEITA)の「デザイン委員会」が大学を訪れる機会があり，

40名の企業のデザイン部門長の方々を対象に，今までの

取り組みについて説明するとともに，プログラムについ

ての意見や評価をいいただくことができた。おおむね千

葉大学における大学院での高度デザイン研究者養成には

理解をいただき，今後の産業界の継続的な支援をお願い

した。 
 

４．将来展望と課題 

(1) 今後の課題と改善のための方策 

本プログラムでは，5 つの目標を掲げ遂行してきた。

これに関してはほぼ達成することができた。一方で，教

員が海外の教育機関に赴きさまざまカリキュラムを体験

した結果，千葉大学の長所と短所が明らかになった。長

所は，プログラムでも実行できたとおり，産業界との密

接な関係である。この部分は今後継続的に今以上の関係

を築き上げることで，今後必要とされるデザイン研究者

の人材像や，社会の要請たえうる大学になると考えられ

る。一方短所については，デザインの新たな領域に対す

る積極的なチャレンジが弱いという点である。デザイン

の教育・研究機関としては，規模的には世界 1,2 位を争

う大きさであるにもかかわらず，新たなるチャレンジが

少ない。もちろん全くないわけではないが，もっと多く

の新しいカリキュラムやコース，研究領域の提案と実行

がのぞまれる。 
(2) 平成１９年度以降の実施計画 

平成 19 年度以降には，以下の 2 つの試みを検討して

いる。1 つは本プログラムで整備しえなかったダブルド

メインコースの設置と実行である。これは，先にも述べ

た新しいコースの試みである。ダブルドメインにはいろ

いろな2つの領域が考えられる。海外の多くは工学と経

済学のような組み合わせが多いが日本ではそのようなプ

ログラムはなかなか難しい。そこで現時点では，サービ

ス産業と製造業の両方の知識を持ちえるデザイン人材を

育成することを考えている。デザインでありながら全く

個となる領域を2つ学習することをダブルドメインと称

してコース化を試みたい。2 つのドメインの知識をひと

つの知識として織り成すようなカリキュラムと教育研究

にチャレンジしたい。 
二番目は，産学連携の新しいあり方の模索である。昨

今の産学連携は，各研究ユニットの専門性がゆえにあま

りにも専門に特化したものが多い。そこで，デザインに

おける産学連携として，より広い視野に立ち問題発見か

ら解決をできるような研究に対する大きな視点の持ち方

を身に着けることができるような産学連携を試みたいと

考えている。さらには，この産学連携をインターンシッ

プと連動させることで，ともすると就職活動の事前活動

的になりつつあるインターンシップを，真のインターン

シップとするカリキュラムを考えてゆきたい。 
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「魅力ある大学院教育」イニシアティブ委員会における事後評価結果 

 

【総合評価】 

□  目的は十分に達成された 

■  目的はほぼ達成された 

□  目的はある程度達成された 

□  目的は十分には達成されていない 

〔実施（達成）状況に関するコメント〕 

「高度デザイン研究者を養成する」という目的に沿って、「クロスファータライゼーション

（異花受粉）を促す教育」との位置付けの下、工業デザイン系と都市計画、建築、園芸のデザ

イン系との連携による教育プログラムが着実に実行されている。修了要件に作品審査を加え

る、産学連携プログラムや海外大学連携（アライアンス）プログラムの遂行などの面で我が国

のデザイン系大学院教育の実質化に波及効果をもたらすと評価される。 

教育プログラムの取組については、ホームページ、シンポジウムやＧＤＰグッドデザインプ

レゼンテーションにおいて広く公開し、先導的なモデル事業として貢献している。 

今後は、異なるデザイン領域修得プログラムの更なる推進と、アライアンスプログラムで得

られた成果を基にダブルドメインコースを実行することにより、新たな領域の開発へと進展す

ることが期待される。 

 

（優れた点） 

・ デザイン領域における産学連携、海外連携に成功して組織的展開を図っている点で、新し

いデザイン分野のカリキュラム開発に貢献するものとして評価できる。 

・ 異なる領域修得を可能にしたことで、自然科学のみならず、人文・社会系科目まで修得科

目が広がり、多様化した社会的ニーズに応えられるデザイン研究者の育成が期待できる。

（改善を要する点） 

・ プログラムは、基礎研究、作品研究、応用研究、ダブルドメインの４コースから成ってい

るが、各コースの目指すところ、魅力、履修内容、学位取得法などについて学生への周知

を徹底し、学生自ら選択できるようにきめ細かい指導を図ることが望まれる。 

 

 


